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取扱説明書
8742 Profibus、8742 アナログ 

1 取扱説明書
取扱説明書は本製品のライフサイクル全体について説明しています。
本説明書はすべてのユーザーの手の届く所に保管し、また、本製品の
新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

安全に関する重要な情報。
本取扱説明書をよくお読みください。	
第3	基本的な安全注意事項章および第2	規定通りの使用章に特
に注意してください。
	▶ 取扱説明書をお読みください。取扱説明書の内容についてご不
明な点がございましたら、Bürkertまでお問い合わせください。

1.1 用語定義：製品
取扱説明書に記載されている「装置」とは、以下の1つ以上の装置を
指します。
	• タイプ	8742	Profibus質量流量メータ	(MFM)
	• タイプ	8742	アナログ質量流量メータ	(MFM)
	• タイプ	8742	Profibus質量流量コントローラ	(MFC)
	• タイプ	8742	アナログ質量流量コントローラ	(MFC)

1.2 NAMURおよびNAMUR推奨NE107について
測定および制御技術の標準化ワーキンググループ（NAMUR）は、プ
ロセス産業の自動化技術を利用するユーザーを対象とした国際的
な協会です。
NAMUR推奨（NE）107：フィールド装置の自己監視と診断。

1.3 使用したアイコン
危険

このアイコンは、切迫的危険を警告するものです。
	▶ 警告を遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があり
ます。

警告

このアイコンは、潜在的に危険な状況を警告するものです。
	▶ 警告を遵守しない場合、重傷または致命的な傷害を負う可能性
があります。

注意

このアイコンは、潜在的危険性を警告するものです。
	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の傷害を負う可能性があり
ます。

日本語
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規定通りの使用
8742 Profibus、8742 アナログ 

注記

このアイコンは、物的損害を警告するものです。
	▶ 警告を遵守しない場合、装置やシステムが損傷する可能性があ
ります。

このアイコンは、重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を
示します。

このアイコンは、取扱説明書あるいは他の文書の情報の参
照指示です。

	▶ 危険防止のための指示を示します。
	→ 実施すべき作業手順を示します。

	結果を示します。
Menu	ユーザーインターフェースのテキストを指します。

2 規定通りの使用
製品を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危
険が及ぶ可能性があります。
タイプ 8742	Profibus	MFM	またはタイプ	8742	アナログ MFMは、清
潔で乾燥したガスの質量流量の測定に飲み使用されます。
タイプ 8742 Profibus	MFC	またはタイプ	8745	アナログ MFCは、清
潔で乾燥したガスの質量流量の測定に飲み使用されます。
	▶ 契約書、取扱説明書、銘板、較正プレートに記載されているデー
タを遵守してください。
	- 追加データ
	- 動作条件
	- 使用条件	
	▶ 製品は、銘板および較正プロトコルで指定された流体にのみ使
用してください。
	▶ 製品は、屋内でのみご使用ください。
	▶ 製品は海抜2,000	mまでしか使用できません。
	▶ 製品は、製品メーカーが推奨する外部機器とのみ使用してくだ
さい。
	▶ 製品は、製品メーカーが推奨するコンポーネントとのみ使用し
てください。
	▶ 製品の操作は慎重に行い、必要に応じて定期的かつ専門的なメ
ンテナンスを行ってください。
	▶ 製品は、完全な動作状態でのみ使用してください。適切な保管、
輸送、取付、および制御を行ってください。
	▶ 製品は、必ず用途に沿って適切に使用してください。

日本語
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基本的な安全注意事項
8742 Profibus、8742 アナログ 

2.1 ATEX認証付きの仕様
危険

爆発の可能性のある場所での製品の不適切な使用による爆発の
危険性。
	▶ ATEX適合宣言からの情報に注意してください。
	▶ タイプ	8742のATEX追加説明書からの情報に注意してくださ
い。追加説明書は、country.burkert.comから入手できます。

ATEX認定は、製品がATEX追加説明書の説明に従って使用されてい
る場合にのみ有効です。
製品に許可されない変更が加えられた場合、ATEX認証はその有効
性を失います。

3 基本的な安全注意事項
この安全注意事項は、製品の取付、使用、およびメンテナンス中に発
生する予期せぬケースや事象を考慮したものではありません。
運営会社は、従業員の安全を含め、現地の安全規制を遵守する責任
があります。

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れられないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
	▶ 表面に素手で触れないでください。
	▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
	▶ 製品をすべての引火性の高い材料または流体から遠ざけてく
ださい。

流体の漏れ による怪我の危険。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当するすべての事故防止および
安全規制を遵守してください。

日本語
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基本的な安全注意事項
8742 Profibus、8742 アナログ 

一般的な危険状況。
人身事故防止のために：
	▶ メッシュフィルターなしで製品を操作しないでください。
	▶ 較正プレートに指定された設置位置でのみ製品を操作してくだ
さい。
	▶ 製品の動作圧力が、製品データシートに記載されているMFM動
作圧力の値を超えないようにしてください。
	▶ MFCの動作圧力が比例バルブのシーリング圧力より高くないこ
とを確認してください。
	▶ 製品は、較正プロトコルで動作流体として	
指定されている流体にのみ使用してください。
	▶ 耐性のある製品の材料には、洗浄剤と除染剤のみを使用してく
ださい。	
関連する情報の一覧は、当社のスタートページ
（country.burkert.com）をご覧ください。	
ご不明な点は、現地の営業所までお問い合せください。
	▶ また、製品に変更を加えたり、機械的ストレスを与えたりしない
でください。
	▶ 設置および製品を誤作動から保護します。
	▶ 取付およびメンテナンス作業は、訓練を受けた担当者のみが行
うことができます。
	▶ 電源または流体の供給が中断された後、プロセスが制御された
方法で再開されるようにしてください。
	▶ 各業界の一般的なルールを遵守してください。

注記

静電気の放電の危険性があるコンポーネント/アセンブリ。
製品には帯電した静電気（ESD）に過敏な電子部品が含まれていま
す。静電気を帯びた人員や物との接触はこれらの部品を損傷するお
それがあります。最悪の場合は、部品が直ちに破壊されたり、コミッ
ショニング後に故障したりします。
	• 静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にするため
に、EN	61340-5-1	に記載されているすべての予防措置を講じて
ください。
	• 電子部品を電源電圧時に接触させないでください。		

日本語
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一般注意事項
8742 Profibus、8742 アナログ 

4 一般注意事項

4.1 接点
メーカー名は、製品のカバーとハウジングに挿入文字として表示さ
れます。
以下のアドレスを使用して、製品のメーカーに連絡してください。

Bürkert	SAS
Rue	du	Giessen
F-67220	TRIEMBACH-AU	VAL

当社の国外の所在地は、当社ウェブサイト	（country.burkert.com）	
をご参照ください。

4.2 保証
保証の対象となるのは、取扱説明書に記載されている動作条件に準
拠して製品を使用した場合です。

4.3 ウェブサイトで閲覧できる情報
製品の取扱説明書およびデータシートは、当社ウェブサイト
country.burkert.comをご参照ください。

日本語
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詳細
8742 Profibus、8742 アナログ 

5 詳細

5.1 製品のタイプ

5.1.1 質量流量メータ (MFM)
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1.	 電気接続：
	- Profibus仕様：5ピンM12ソケット、Bコード
	- アナログ仕様：5ピンM12ソケット、Aコード

2.	 電気接続：5ピンM12プラグ、Aコード
3.	 利用可能なライン接続部：
	- DIN	ISO	228/1に準拠したGねじ接続
	- ASME/ANSI	B1.20.1に準拠したNPTネジ接続

4.	 機能アース接続用のM4ねじ
5.	 基本ブロック：
6.	 流量方向
7.	 製品ステータス表示。表示はNamur	NE	107に従って動作し
ます。

8.	 不使用
9.	 フィールドバス通信用ステータス表示
10.	不使用
11.	カバー
12.	M3ねじ
13.	ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース
14.	メモリーカード用差込スロット
15.	衝撃保護カバー。衝突保護カバーは、ATEX仕様でのみ付属し
ています。

挿図	1：	 質量流量メータ、Profibus仕様またはアナログ仕様

日本語
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5.1.2 質量流量コントローラ (MFC)
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1.	 電気接続：
	- Profibus仕様：5ピンM12ソケット、Bコード
	- アナログ仕様：5ピンM12ソケット、Aコード

2.	 電気接続：5ピンM12プラグ、Aコード
3.	 可能な流体接続：
	- DIN	ISO	228/1に準拠したGネジ接続
	- ASME/ANSI	B1.20.1に準拠したNPTネジ接続

4.	 機能アース接続用のM4ねじ
5.	 基本ブロック：
6.	 流量方向
7.	 比例バルブ。比例バルブは、製品に組み込まれている場合があ
ります。

8.	 製品ステータス表示。表示はNamur	NE	107に従って動作し
ます。

9.	 不使用
10.	フィールドバス通信用ステータス表示
11.	不使用
12.	カバー
13.	M3ねじ
14.	ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース
15.	メモリーカード用差込スロット
16.	衝撃保護カバー。衝突保護カバーは、ATEX仕様でのみ付属し
ています。

挿図	2：	 質量流量コントローラ、Profibus仕様またはアナログ仕様

日本語
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5.2 製品ステータス表示
製品には、製品ステータスの表示機能が搭載されています。複数の製品ステータスが同時に存在する場合は、最も優先度の高い製品ステータ
スが表示されます。
表	1：	 製品ステータス表示の説明

NE107に準拠し
た表示

カラーコード 
（PLC用）

詳細 意味

赤 5 故障、エラーまたは
障害

MFM：製品またはその周辺機器の故障により、測定値が無効になります。
MFC：製品またはその周辺機器の故障により、測定値が無効になり、製品の制御はできなくなり
ます。

オレンジ 4 機能チェック 作業は製品で行われます。
	• MFM：出力信号は一時的に無効です。
	• MFC：制御機能が一時的に無効になります。

黄 3 仕様外 製品の環境条件またはプロセス条件が指定範囲外です。
製品の内部診断は、製品またはプロセスプロパティの問題を示します。

青 2 メンテナンスが必要 	→ 必要なメンテナンス作業を行います。
MFM：製品は測定を続けます。
MFC：製品は引き続き流量制御を行っていますが、機能が一時的に制限されています。

緑 1 診断がアクティブ イベントは生成されませんでした。ステータスの変更は色で表示されます。
メッセージが一覧表示され、場合によっては接続されたフィールドバスを介して転送されます。

白 0 診断が非アクティブ 製品がオンになっています。
ステータスの状態は表示されません。
メッセージは一覧表示されず、接続されたフィールドバスを介しての転送もされません。

LEDが点滅すると、製品とPCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の間に接続が確立されています。
	→ 製品ステータス表示で示された問題を解決するには、第12.1章を参照してください。

日本語
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5.3 フィールドバス通信用ステータス表示
Profibus仕様には、ネットワークとの接続ステータスを示す表示があ
ります。

フィールドバス通信用ステー
タス表示

挿図	3：	 フィールドバス通信用ステータス表示の位置

表	2：	 フィールドバス通信用ステータス表示の説明
カラー 意味

緑 周期的なデータは、製品とフィールドバスマスターの間
で交換されます

赤 周期的なデータは、製品とフィールドバスマスターの間
で交換されません

5.4 メモリーカード
注記 

メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合
は、Bürkertの営業所から新しいメモリーカードを一枚購入してく
ださい。

製品にはメモリーカードが挿入されています。

製品の試運転には2つのオプションがあります。
	• 挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場合
は、製品がそのデータを引き継ぎます。製品が納品されると、メモ
リーカードには製品別データが含まれています。保存されたデー
タのリストについては、country.burkert.com	からダウンロードで
きる「開始ファイルのヘルプ」を参照してください。
	• 挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータをメ
モリーカードにロードします。新しいメモリーカードは空です。
メモリーカードのデータは、同じ商品番号の別の製品に転送できま
す。たとえば、交換前の製品から新しい製品にデータを転送できます。

5.5 büSインターフェース
製品の短期的なサービスには、büSインターフェースを使用してくだ
さい。製品パラメータは、büSインターフェースを介して設定できま
す。
	→ 製品のメンテナンスを行うには、büSインターフェースを介して
PCに接続する必要があります。PCには、Windows上で動作する
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」が搭載されている必要
があります。

5.6 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」
MassFlowCommunicatorは、製品と互換性のない別のPCソ
フトウェアです。MassFlowCommunicator	PCソフトウェアを
使用して、製品を構成または操作することはできません。

タイプ8920	BürkertコミュニケーターはPCソフトウェアで、たとえば、
以下の操作を行うことができます。

日本語
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	• 製品のパラメータ設定、たとえば製品の試運転の基本設定
	• 診断の実行、および、たとえばエラーメモリの読み取り
	• 製品ソフトウェアの更新
	• ユーザー定義の較正曲線の設定
タイプ	8920	ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用するに
は、以下の手順を実行する必要があります。
	→ Bürkertから商品番号	00772551のUSB-büS	
インターフェースを購入してください。
	→ タイプ8920	ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の最新バー
ジョンを	country.burkert.comからダウンロードします。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」をPCにインストールし
ます。インストール中は、büSスティックをPCに接続しないでくだ
さい。
	→ USB-büSインターフェースの部品を取り付けます。挿図	4を参照。

挿図	4：	 商品番号付きUSB-büSインターフェースの組み立て部品（商品番
号	00772551）

	→ büSスティックの終端抵抗スイッチをオンに設定します。
	→ büSスティックをPCのUSB接続部に挿入します。
	→ 製品の電源を入れてください。8	電気関連の取付（配線）の章を
参照してください。
	→ マイクロUSBプラグをソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の
büSインターフェースに挿入します。製品のbüSインターフェース
の位置は第10ページの5.1章に記載されています。
	→ büSスティックのWindowsドライバーがPCに完全にインストール
されるまで待ちます。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を起動します。

	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の	 	をクリックして、ソ
フトウェア「Bürkertコミュニケーター」と製品間の通信を確立し
ます。ウィンドウが開きます。

 → büSスティックを選択します。
	→ 接続「Bürkert büSスティック」を選択します。Finish（完了）をク
リックして、デバイスリストに装置アイコンが表示されるまで待
ちます。
	→ デバイスリストの製品アイコンをクリックします。製品のメニュー
構成が表示されます。

日本語
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5.7 MFCの比例バルブ
MFCで使用される比例バルブは、直動式の無電流接続電磁バルブ
です。
比例バルブは、次の条件が満たされている場合に密閉機能を保証し
ます。
	• 製品は指定された圧力範囲内で使用されます。
	• 製品には、FKMまたはEPDMなどの柔らかい素材で作られたバル
ブシートシーリングが装備されています。

注記

バルブシートシーリングがPCTFEなどの硬い素材でできている場
合、比例バルブから漏れが発生する可能性があります。
バルブの呼び径が0.05	mmまたは0.1	mmの製品には、硬い素材
で作られたバルブシートシーリングが付いています。

6 テクニカルデータ

6.1 適合性
製品は、EU適合宣言書に従い、EU指令に準拠しています（該当する
場合）。

6.2 規格
適用される規格はEU指令との適合性が証明されており、これらはEU
型式検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認することがで
きます（該当する場合）。

6.3 動作条件
警告

屋外での使用による誤動作による怪我の危険。
	▶ 屋外での使用は避けてください。

警告

圧力、流体の漏れによる怪我の危険。
重要な製品固有のデータは、銘板と較正プレートに表示されてい
ます。
	▶ 製品は、指定された動作流体でのみ使用してください。
	▶ 指定された較正圧力を超えないようにしてください。

	→ ATEX認定を受けた製品の特別な動作条件は、製品のATEX追加
説明書に記載されています。

日本語
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表	3：	 製品の動作条件
周囲温度
	• アナログ仕様 	• -10～+50	°C
	• Profibus仕様 	• -10～+50	°C
流体温度
	• MFM 	• -10～+70	°C

	• 酸素の場合は-10～+60	°C
	• MFC 	• -10～+70	°C

	• 酸素の場合は-10～+60	°C
周囲湿度 <	95%、結露なきこと
EN	60529に準拠したIP保護
等級

IP65	1)

ケーブルを接続し、嵌合プラグを挿
入して締め付ける必要があります。

動作圧力
	• MFM 	• 最大10	bar
	• MFC 	• 最大10	bar	

電磁バルブのDNに応じて
1）	 IP保護等級はBürkertによって決定されます。IP保護等級は、UL	61010に
関しては評価されていません。

6.4 ラベル
警告

圧力、流体の漏れによる怪我の危険。
重要な製品固有のデータは、銘板と較正プレートに表示されてい
ます。
	▶ 製品は、指定された動作流体でのみ使用してください。
	▶ 指定された較正圧力を超えないようにしてください。

6.4.1 較正プレート

5

4
3
2
1

6

Mass Flow Controller
Medium 1                Medium 2
P1: 1,00 barg          P1: 1,00 barg
Mounting: horizontal upright

Id: 00******

QC passed: __ . __ . ____

1.	 製品のタイプ
2.	 較正流体
3.	 較正圧力
4.	 設置位置
5.	 製品の商品番号
6.	 較正日
挿図	5：	 較正プレートの説明

日本語



17

テクニカルデータ
8742 Profibus、8742 アナログ 

6.4.2 銘板

874x  24V ...   9W [5,5W]
IP65/IP67 NEC Class 2 only
5,0   Nl/min   Air
10,0 Nl/min   Air
PROFIBUS DPV1 max.12Mbit/s
GR:1  KL:A   Ta=-10°C..+50°C
S/N 1000   W41ME  PS=100barg  EPDM
00******

1 2 3

4

5
6

7810

11

9

12
13
14
15
16

1.	 製品のタイプ
2.	 供給電圧、直流電流

3.	 UL	61010-1	に準拠した消費電力［標準消費電力	1）］

1）条件：23	°Cの周囲温度、100%の公称流量、30分の制御モード

4.	 警告記号：製品に付属の取扱説明書を参照してください。
5.	 周囲温度
6.	 シール材
7.	 破裂圧力
8.	 製造コード
9.	 DVGW（ドイツガス水道技術協会）に準拠したバルブのクラス
10.	製品の商品番号
11.	シリアル番号

12.	製品のカテゴリー
13.	Profibus仕様：通信インターフェース	
アナログ仕様：入力および出力

14.	公称流量	(Qnominal)、ユニットおよび作動ガス	2
15.	公称流量	(Qnominal)、ユニットおよび作動ガス	1
16.	IP保護等級
挿図	6：	 定格銘板の説明（例）

6.4.3 追加のラベル
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認可

挿図	7：	 CE認証マークおよびUL認証
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6.5 製品データ
寸法、重量：製品のデータシートを参照。

表	4：	 製品の素材
基本ブロックの素材 	• アルミニウム

	• ステンレス鋼	1.4305
ハウジング材 アルミニウム
シール材 銘板を参照
製品ステータス表示 ポリカーボネート

ATEX	衝撃保護カバー ステンレス鋼	1.4301

MFC：流体と接触する電磁バルブの
素材

1.4310	1.4113	1.4305

6.6 流体データ
較正流体 動作流体またはエア
測定スパン/制御範囲 1:50

ご要望に応じてより広い測定範囲
が可能です。

質量流量範囲（N2（lN/min）に基づく）
	• 測定範囲	1:50 	• 0.025～160	IN/min
	• 測定範囲	1:20 	• 0.01～160	lN/min

測定精度（1分間のウォームア
ップ時間後）

測定値の±0.8%2）

最終値の±0.3%2）

再現性 最終値の±0.1%
MFM：応答時間 <	300	ms
MFC：整定時間 <	300	ms
2）	動作流体が較正流体と異なる場合、実際の測定精度がデータシートで指
定された値と異なる場合があります。天然ガスが動作流体として使用される
場合、測定精度は天然ガスの組成に依存し、産地や季節によっても変化する
可能性があります。

6.6.1 動作流体の品質
製品の銘板に記載されている動作流体を使用してください。動作流
体は清潔で乾燥している必要があります。

ガスまたはガス混合物は、表	5の品質基準を満たしている
必要があります。品質基準は、ISO	8573-1規格、圧縮空気—
パート1：不純物と純度のクラスで指定されています。作動ガ
スは、次の要件を満たすために品質基準を満たしている必
要があります：
	• 製品に必要な測定精度
	• 安全要件に準拠
	• MFCの制御精度に準拠
品質基準の詳細については、ISO	8573-1を参照してください。

日本語
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表	5：	 流体の品質基準
基準 品質等級 値
最大粒度 2 1	μm
粒子の最大密度： 2 1	mg/m³
圧力下の最大露点 4 3	°C
最大油分量 1 0.01	mg/m³

6.6.2 圧力損失（MFM）
質量流量メータの圧力損失は、以下のパラメータに依存します。
	• フロー速度
	• 製品の流体接続部サイズ
	• 製品の流体接続部タイプ
	• 製品の基本ブロックサイズ
	• 作動ガスの種類
MFMの圧力損失は、MFMメーカーが提供するグラフから読み取る
か、式を用いて計算できます。
	→ 作動ガスが空気の場合は、挿図	8または挿図	9のグラフから圧力
損失を直接読み取ります。たとえば、1/4"ねじ込み式ライン接続
部を備えたMFMを通過する流量が	55	lN/分	の場合、挿図	8で指定
されているように、圧力損失 pair	は20	mbarとなります。

0.00
10.00
20.00
30.00
40.00
50.00
60.00
70.00
80.00
90.00
100.00
110.00
120.00
130.00
140.00
150.00
160.00
170.00

0 10 20 30 40 50 60 70 80
Q [lN/min]

∆p [mbar]

フ
ラ
ン
ジ

1/4"

例

挿図	8：	 圧力損失図、MFM、メッシュサイズ25	µmのフィルター、空気用、測
定範囲	0～80	lN/分

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

80 90 100 120 140 160
Q [Nl/min]

∆p [mbar]

1/4"
フランジ

挿図	9：	 圧力損失図、MFM、メッシュサイズ250	µmのフィルター、空気用、
測定範囲	80～160	lN/分
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	→ 作動ガスがエアでない場合は、次のように圧力損失を決定します。
1.	 グラフから圧力降下 pairを読み取ります（およそ	Qgas	=	Qair）。
2.	 圧力損失	 pgasは挿図	10の式で計算します。

ρ
ρエア
エア

	=	作動ガスの圧力損失

エア 	=	エアの圧力損失
ρ 	=		DIN	1343に準拠した通常の条件下での作動ガス密度	

（PN	=	1,013.25	mbar、TN	=	273.15	K）
ρエア

	=		DIN	1343に準拠した通常の条件下での作動ガス密度
（PN	=	1,013.25	mbar、TN	=	273.15	K）

挿図	10：	 MFMの圧力損失を計算するための式

1/4"の流体接続でMFMを流れるアルゴンガスの例：
1.	 流量が55	lN/分の場合、空気の圧力低下 pair	は、挿図	9	の通り
20	mbarとなります。

2.	 挿図	11での計算で示されているように、55	lN/分の流量でのアル
ゴンガスの圧力損失は27.6	mbarです。

アルゴン
=	20	mbar

1,784

1,294 =	27.6	mbar

挿図	11：	 アルゴンガスの圧力損失の計算

6.7 電力データ
6.7.1 アナログ仕様

表	6：	 MFMの電気データ

動作電圧 24	V	DC±10%	
(15	V	DC±10%はお問合せください)

最大消費電力 1	W

デジタル入力

	• 0～0.2	V 	• レベル1をアクティブ化する

	• 1～4	Vまたは開 	• レベル	2をアクティブ化する

	• 5～28	V 	• レベル3をアクティブ化する

測定値のアナログ出力

	• 0/4～20	mA 	• 最大ループインピーダンス：動作電圧
が24	V	DCの場合は600	W（動作電圧が
15	V	DCの場合は200	W）、	
分解能：20	µA

	• 0～5/10	V 	• 最大電流：20	mA	
分解能：10	mV

リレー出力 リレー—通常閉接点（オープナー）、無電圧
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表	7：	 MFCの電気データ
動作電圧 24	V	DC±10%	

(15	V	DC±10%はお問合せください)、	
残留リップル<2%

最大消費電力 銘板を参照
基準値	アナログ通信入力
	• 0/4～20	mA 	• 最大入力インピーダンス：200	W	

分解能：5	µA
	• 0～5/10	V 	• 最小入力インピーダンス：20	kW	

分解能：2.5	mV
測定値のアナログ出力
	• 0/4～20	mA 	• 最大ループインピーダンス：動作電圧

が24	V	DCの場合は600	W（動作電圧が
15	V	DCの場合は200	W）、	
分解能：20	µA

	• 0～5/10	V 	• 最大電流：20	mA	
分解能：10	mV

デジタル入力
	• 0～0.2	V 	• レベル1をアクティブ化する
	• 1～4	Vまたは開 	• レベル	2をアクティブ化する
	• 5～28	V 	• レベル3をアクティブ化する
リレー出力 オープナー（通常閉）とクローザー（通常開）を

備えた切り替えリレー。両方の接点は電位フリ
ーです。

6.7.2 Profibus仕様

表	8：	 MFMの電気データ
動作電圧 24	V	DC	±10%
最大消費電力 3	W
通信インターフェース PROFIBUS-DP-V1

表	9：	 MFCの電気データ
動作電圧 24	V	DC	±	10%;残留リップル	

<	2%
最大消費電力 銘板を参照
通信インターフェース PROFIBUS-DP-V1

6.8 通信インターフェース：PROFIBUS-DP-V1

表	10：	 PROFIBUS-DP-V1	データ
非周期通信 	• DP-V1	クラス	1	読み取り/書き込み

	• DP-V1	クラス	アラーム
	• DP-V1	クラス	2	読み取り/書き込み/デ
ータ輸送

伝送速度 9.6	kbit/s～12	Mbit/s、自動検出モード
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7 設置

7.1 安全注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れられないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

流体の漏洩による怪我の危険。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当するすべての事故防止および
安全規制を遵守してください。

警告

不適切な取付けによる怪我の危険。
	▶ 取付は、訓練を受けた担当者のみが行うことができます。担当者
は適切な補助具を使用する必要があります。
	▶ 誤って作動しないように、しっかりと設置してください。
	▶ 設置後に制御された再起動を確認してください。

7.2 取付手順
1.	 流体部品の取付を行います。7.4の章を参照してください。
2.	 電気関連の取付（配線）を行います。8の章を参照してください。
3.	 製品を稼働させます。9	コミッショニングの章を参照してくだ
さい。

7.3 その他の書類
	• ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の製品別ヘルプ。
	• 製品説明および関連する製品タイプのオブジェクトの説明は	
(country.burkert.com)	からダウンロードしてください。

7.4 流体的設置
7.4.1 Gねじ配管接続部付きの製品

警告

漏れによる怪我の危険。
	▶ 質量流量が低く、圧力が高い場合は、設置がしっかりしているこ
とを確認してください。密度が高いため、誤った測定や動作流体
の漏れを防ぐことができます。

しっかりとした設置を行うために、以下の手順に従ってください。
	▶ クランプリング接続を使用してください。張力にさらされないよ
うにクランプリング接続を取り付けます。
	▶ 製品の媒体接続に適合した直径で、表面が滑らかなパイプを使
用してください。
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クランプリング接続が製品に付属していない場合は、別の
メーカーのパイプ接続を選択してください。パイプ接続は、
製品の媒体接続に適合させる必要があります。Gねじ接続用
のクランプリング接続部はアクセサリとして利用できます。
表	11を参照してください。配管接続部ごとにシーリングを購
入します。

表	11：	 ステンレス鋼のクランプリング接続および関連するシーリング

DIN ISO 228/1に
基づくねじ式配管
接続部

ライン径

商品番号

ステンレス鋼製のク
ランプリング接続

シーリング 
（1個）

G	1/4 6	mm 901538 901575
G	1/4 8	mm 901540
G	1/4 1/4" 901551 901579
G	1/4 3/8" 901553

取付け手順

この手順は、Bürkertから入手可能なクランプリング接続に適
用されます。
	• 他のメーカーのパイプ接続を使用する場合は、メーカーの
指示に従ってください。

振動は、MFCの比例バルブに望ましくない影響を及ぼします。
	▶ 強い振動は避けてください。

流入距離は必要ありません。

パイプへの接続は、製品の片側について説明されています。製品の反
対側も同じ手順です。
	→ パイプと流体を通すコンポーネントは、取り付け前にすべての汚
染物を取り除きます。
	→ パイプを直角に切り	[1]、バリを取り除きます	[2]。挿図	12を参照。

1 2

挿図	12：	 切断してバリ取りしたパイプ

注記

汚染による誤動作。
	▶ 汚染された動作流体を使用する場合は、製品の前にフィルター
を取り付けてください。フィルターのメッシュサイズは	25	µm未
満である必要があります。フィルターを使用することにより、トラ
ブルのない製品の機能を保証します。6.6	流体データの章を参
照してください。

	→ スレッド接続を閉じる保護キャップを取り外します。
	→ 較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に注
意してください。

日本語
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A

B
Cクランプリング

挿図	13：	 クランプリング接続部のコンポーネント

	→ ナット[A]とクランプリングをパイプにスライドさせます。挿図	13
を参照。
	→ シールリング[C]を製品のライン接続部に配置します。
	→ ねじ接続	[B]	を液体接続部にねじ込みます。25～28	Nmのトルク
で締め付けます（18.44～20.65ポンドフィート）。挿図	14を参照。

C B

挿図	14：	 接続用ねじ部のシールリングとねじ

	→ パイプをねじ接続部に取り付けます。ナット	[A]	を手締めします。
挿図	15を参照。

A
挿図	15：	 手で締められたナット

	→ オープンエンドレンチでナットを25～28	Nmのトルクで締め付け
ます（18.44～20.65ポンドフィート）。挿図	16を参照。

挿図	16：	 オープンエンドレンチで締められたナット

	→ 製品の反対側の配管でも同じように接続を行ってください。
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7.4.2 NPTねじ配管接続部付きの製品

警告

漏れによる怪我の危険。
	▶ 質量流量が低く、圧力が高い場合は、設置がしっかりしているこ
とを確認してください。密度が高いため、誤った測定や動作流体
の漏れを防ぐことができます。

しっかりとした設置を行うために、以下の手順に従ってください。
	▶ クランプリング接続を使用してください。張力にさらされないよ
うにクランプリング接続を取り付けます。
	▶ 製品の媒体接続に適合した直径で、表面が滑らかなパイプを使
用してください。

振動は、MFCの比例バルブに望ましくない影響を及ぼします。
	▶ 強い振動は避けてください。

流入距離は必要ありません。
	→ パイプと流体を通すコンポーネントは、取り付け前にすべての汚
染物を取り除きます。
	→ パイプを直角に切り	[1]、バリを取り除きます	[2]。挿図	17を参照。

1 2

挿図	17：	 切断してバリ取りしたパイプ

注記

汚染による誤動作。
	▶ 汚染された動作流体を使用する場合は、製品の前にフィルター
を取り付けてください。フィルターのメッシュサイズは	25	µm未
満である必要があります。フィルターを使用することにより、トラ
ブルのない製品の機能を保証します。6.6	流体データの章を参
照してください。

	→ 較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に注
意してください。
	→ スレッド接続を閉じる保護キャップを取り外します。
	→ 配管の接続を製品の片側で行います。
	→ 使用するねじ接続については、メーカーの指示に従ってください。
	→ 使用するねじ接続については、メーカーのトルク値に従ってくだ
さい。
	→ 製品の反対側の配管でも同じように接続を行ってください。
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7.4.3 フランジ接続部付きの製品

警告

漏れによる怪我の危険。
質量流量が低く、圧力が高い場合は、設置がしっかりしていること
を確認してください。密度が高いため、誤った測定や動作流体の
漏れを防ぐことができます。

振動は、MFCの比例バルブに望ましくない影響を及ぼします。
	▶ 強い振動は避けてください。

フランジ接続のある製品は、メーカーのプロセス接続プレートに取
り付けられています。プロセス接続プレートには、さまざまなタイプ
の配管接続部（ねじ式、クランプリング...）が装備されています。
	→ 取り付けられている流体接続に応じて、製品を取り付けます。

8 電気関連の取付（配線）

8.1 安全注意事項
危険

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れられないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

警告

静電気放電による発火および火災の危険性。
製品からの静電気放電により、可燃性ガスの蒸気に引火するおそ
れがあります。
	▶ 静電気の蓄積を防ぐために、ハウジングを機能アース	(FE)	に接
続します。緑と黄色のケーブルはできるだけ短くしてください。ま
た、ケーブルの断面は、少なくとも電源ケーブルの断面に対応し
ている必要があります。

日本語
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警告

電磁場による怪我の危険。
機能アース（FE）が接続されていない場合、EMC指令の要件は満た
されません。
	▶ ハウジングを機能アース（FE）に接続します。緑と黄色のケーブル
はできるだけ短くしてください。また、ケーブルの断面は、少なくと
も電源ケーブルの断面に対応している必要があります。

注記

製品が正しく機能するための要件。
	▶ 必ずシールド付きケーブルを使用してください。
	▶ 十分な電力のある電源を使用してください。
	▶ MFCでは、動作電圧の最大許容残留リップルに注意してくださ
い	(残留リップル	<	2%)。

注記

UL認可バージョンは、以下のいずれかの方法で供給される必要が
あります。
	▶ UL/IEC	61010-1に基づく「エネルギー制限付き電源回路」（LEC）
	▶ UL/IEC	60950に基づく「出力制限付き電源」（LPS）
	▶ UL認可済み過電流保護付きSELV/PELV、UL/IEC	61010-1に準拠
した設計、表18（例：ブロック	PM-0124-020-0）
	▶ NECアダプタ（クラス	2）

8.2 アナログタイプの配線
Bürkertの嵌合プラグまたはソケットを使用して製品を接続できま
す。表	12を参照。

表	12：	 アクセサリ：プラグとソケット
品目 商品番号
ストレート5ピンM12ソケット 772416
ストレート5ピンM12プラグ 772417

	• 嵌合プラグまたは嵌合ソケットのメーカーから提供された
ケーブルとワイヤの仕様を遵守してください。
	• 編組またはフォイルシールド付きのシールドケーブルを使
用してください。

	→ 製品がMFMの場合は、挿図	18のM12プラグのピン割り当てに従
って嵌合ソケットを配線します。

1

23

4
5

コーディングフ
ラグ

M12スレッドは内部でFEに接続され
ています

ピン	 ピン割り当て

1 接続されていま
せん

2 24	V
3 GND

4 接続されていま
せん

5 測定値のアナログ
出力

挿図	18：	 アナログ	MFM：ピン割り当て、5ピンM12プラグ	(Aコード)
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	→ 製品がMFCの場合は、挿図	19のM12プラグの接続の割り当てに
従って嵌合ソケットを配線します。

1

23

4
5

コーディング
フラグ

M12スレッドは内部でFEに接続さ
れています

ピン ピン割り当て
1 基準値入力	GND
2 24	V
3 GND
4 基準値-入力
5 測定値のアナログ

出力

挿図	19：	 アナログ	MFC：ピン割り当て、5ピンM12プラグ（Aコード）

	→ 嵌合ソケットについては、メーカーの指示に従ってください。
	→ 嵌合ソケットのメーカーが指定したトルクで、嵌合ソケットを5ピ
ンプラグにねじ込みます。
	→ 挿図	20のM12ソケットのピン割り当てに従って、嵌合プラグを配線
します。嵌合プラグについては、メーカーの指示に従ってください。

2

14

3

5

コーディングフ
ラグ

M12スレッドは内部でFEに接続され
ています

ピン	 ピン割り当て
1 デジタル入力、GND
2 デジタル入力	+
3 リレー、基準接点

4 リレー、通常閉接点
（オープナー）

5 リレー、通常開接点
（クローザー）

挿図	20：	 アナログ	MFMまたはアナログMFC：ピン割り当て、5ピンM12ソケ
ット（Aコード）

	→ 嵌合ソケットのメーカーが指定したトルクで、嵌合プラグを5ピン
ソケットにねじ込みます。
	→ 製品の機能的な接地を実行します。8.4の章を参照してください。
	→ ATEX製品が爆発の可能性のある場所で使用されている場合は、
衝撃保護カバーを取り付けてください（取り外されている場合）。
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8.2.1 デジタル入力
5ピンM12ソケットにはデジタル入力があります。デジタル入力は、
機能をリモートでトリガーするために使用されます。以下の機能が
あります。
	• MFC：Autotune機能を開始します。
	• MFC：アクチュエータの遠隔操作のトリガーまたは製品によるアク
チュエータ制御のトリガー。
	• MFMまたはMFC：アクティブなガス用カウンターをリセットします。
	• MFMまたはMFC：3つのうちどれがアクティブなガスであるかの
選択。
表	13	は、MFMまたはMFCの5ピンM12ソケットのデジタル入力に標
準で割り当てられている機能を示しています。

表	13：	 5ピンM12ソケットへのデジタル入力の標準割り当て
アナログ仕様 標準割り当て
MFM 割り当てなし
MFC Start Autotune

	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、デジタル入
力を介してリモートでトリガーされる機能を選択します。使用可
能な機能の1つだけをデジタル入力に割り当てることができます。
	→ デジタル入力に割り当てられた機能を作動させるには、対応する
切り替えレベルをアクティブにします。機能には、1、2、または3つ
の可能な切り替えレベルがあります。使用可能な切り替えレベル
は表	14に記載されています。

表	14：	 切り替えレベルによってトリガーされるアクション

機能 切り替えレベル
レベル	1 レベル	2 レベル	3

MFC：Start 
Autotune

有効にすると、
機能がトリガ
ーされます

不使用 不使用

MFC：Actuator 
control

有効にすると、
アクチュエー
タの閉動作が
トリガーされ
ます

有効にされる
と、製品が通常
の運転モードと
なります

有効にすると、
アクチュエー
タの開動作が
トリガーされ
ます

MFMまたは
MFC：Reset 
totalizer

有効にすると、
機能がトリガ
ーされます

不使用 不使用

MFMまたは
MFC：Gas 
selection

有効にすると、
ガス番号2に
切り替えられ
ます

有効にすると、ガ
ス番号1に切り
替えられます

有効にすると、
ガス番号3に
切り替えられ
ます

	→ 切り替えレベルをアクティブにするには、表	15で指定された電圧
値をデジタル入力に適用します。

表	15：	 切り替えレベルに割り当てられた電圧値
切り替えレベル 電圧値
レベル	1 デジタル入力をデジタル入力のアースに

接続。
レベル	2 1～4	V	DC（または、接続されていません）
レベル	3 5～28	V	DC
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8.2.2 リレー出力
5ピンM12ソケットにはリレー出力があります。リレーを切り替えると、
以下のいずれかのイベントが発生する可能性があります。
	• MFC：基準値に到達できません。
	• MFC：製品はAutotuneを実行します。
	• MFC：Set-point value	が変わりました。
	• MFMまたはMFC：警告が生成されました。たとえば、電源電圧が高
すぎると、警告が生成されます。
	• MFMまたはMFC：エラーメッセージが生成されました。たとえば、
センサーエラーが検出されると、エラーメッセージが生成されま
す。
表	16	は、MFMまたはMFCの5ピンM12ソケットのリレー出力にデフ
ォルトで割り当てられるイベントを示しています。

表	16：	 5ピンM12ソケットのリレー出力の標準割り当て
アナログ仕様 標準割り当て
MFM 割り当てなし
MFC 基準値に到達できません

	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、リレー出力に
割り当てられているイベントを選択します。リレー出力には、いくつ
かのイベントを割り当てることができます。

8.3 Profibus仕様の配線
Bürkertの嵌合プラグまたはソケットを使用して製品を接続できま
す。表	17を参照。

表	17：	 アクセサリ：プラグとソケット
品目 商品番号
ストレート5ピンM12ソケット 772416
ストレート5ピンM12プラグ（Bコード） 918198
ストレート5ピンM12ソケット（Bコード） 918447
Profibus*	Yピース 902098
Profibus	Tピース 918531
Profibus	終端抵抗、プラグ（Bコード） 902553

	• 嵌合ソケットまたは嵌合プラグのメーカーから提供された
ケーブルとワイヤの仕様を遵守してください。
	• 編組またはフォイルシールド付きのシールドケーブルを使
用してください。

	→ 挿図	21のM12プラグのピン割り当てに従って、嵌合ソケットを配
線します。嵌合ソケットについては、メーカーの指示に従ってくだ
さい。
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1

23

4
5

コーディングフ
ラグ

M12スレッドは内部でFEに接続されてい
ます

ピン	 ピン割り当て
1 シールド
2 24	V
3 GND
4 接続されていま

せん
5 接続されていま

せん

挿図	21：	 Profibus	MFMまたはProfibus	MFC：ピン割り当て、5ピンM12プラ
グ（Aコード）

	→ 嵌合ソケットのメーカーが指定したトルクで、嵌合ソケットを5ピ
ンプラグにねじ込みます。
	→ 挿図	22のM12ソケットのピン割り当てに従って、嵌合プラグを配線
します。嵌合プラグについては、メーカーの指示に従ってください。

1

43

2

5

コーディングフラグ

M12スレッドは内部でFEに接続されてい
ます

ピン	 ピン割り当て
1 5	V
2 RxD/TxD	(ライ

ン	A)
3 DGND
4 RxD/TxD	(ライ

ン	B)
5 接続されていま

せん
挿図	22：	 Profibus	MFMまたはProfibus	MFC：ピン割り当て、5ピンM12ソケ

ット（Bコード）

	→ 嵌合ソケットのメーカーが指定したトルクで、嵌合プラグを5ピン
ソケットにねじ込みます。
	→ 製品の機能的な接地を実行します。8.4の章を参照してください。
	→ ATEX製品が爆発の可能性のある場所で使用されている場合は、
衝撃保護カバーを取り付けてください（取り外されている場合）。

8.4 機能アースを接続する
以下の手順に従って、製品の機能的な接地を確立してください：
	→ 緑と黄色のケーブルはできるだけ短くしてください。また、ケーブ
ルの断面は、少なくとも電源ケーブルの断面に対応している必要
があります。
	→ サイズ6.5	mmのマイナスドライバーでM4ねじを緩めます。挿
図	23を参照。

M4ねじ

挿図	23：	 機能接地ケーブル接続用M4ねじの位置
	→ 機能アースの緑黄色のケーブルをケーブルラグでM4ねじに固定
します。
	→ 6.5	mmのマイナスドライバーでM4ねじを1.8	Nm～2	Nm（1.33	
～1.47ポンドフィート）のトルクで締め付けます。
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9 コミッショニング

9.1 安全注意事項

警告

不適切な操作による危険。
不適切な操作は、怪我をしたり、製品やその周囲環境を破壊したり
する恐れがあります。
	▶ 試運転前に、オペレータが取扱説明書の内容を把握し、完全に
理解していることを確認する必要があります。
	▶ 安全注意事項および適切な使用を遵守してください。
	▶ 必ず適切な訓練を受けた担当者が、設置と製品の始動を行うよ
うにしてください。
	▶ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用してパラメータ
を変更できるのは、適切な訓練を受けた担当者のみです。

9.2 試運転の手順
1.	 動作流体でパイプを加圧します。
2.	 較正圧力で動作流体でパイプを洗い流してから、これらを完全
にベントします。

3.	 製品の電源を入れてください。

	挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場
合は、製品がそのデータを引き継ぎます。製品出荷時に保存された
データのリストについては、country.burkert.com	からダウンロード
できる「開始ファイルのヘルプ」を参照してください。

	挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータを
メモリーカードにロードします。メモリカードで発生する可能性のあ
る問題については、44ページの表	22を参照してください。

注記 

メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合
は、Bürkertの営業所から新しいメモリーカードを一枚購入してく
ださい。
4.	 製品がMFCであり、動作流体が較正流体ではない場合、または圧
力条件が変更された場合は、Autotune機能を実行します。	
10.5	制御パラメータの最適化（MFC）の章を参照してください。

5.	 ノーマル動作モード。
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10 動作

10.1 安全注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れられないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
	▶ 表面に素手で触れないでください。
	▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
	▶ 製品をすべての引火性の高い材料または流体から遠ざけてく
ださい。

流体の漏れによる怪我の危険。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当するすべての事故防止および
安全規制を遵守してください。

警告

不適切な操作による怪我の危険。
不適切な操作は、怪我をしたり、製品やその周囲環境を破壊したり
する恐れがあります。
	▶ 操作スタッフは取扱説明書の内容を読んで理解してください。
	▶ 安全注意事項および適切な使用を遵守してください。
	▶ 必ず適切な訓練を受けた担当者が、設置と製品の操作を行うよ
うにしてください。
	▶ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用してパラメータ
を変更できるのは、適切な訓練を受けた担当者のみです。

10.2 ユーザー定義の較正
納品状態では、製品はメーカーによって較正されています。
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で最大32の較正ポイントの
較正プロセスを定義できます。
ユーザー定義の較正プロセスは、ソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」の製品固有のヘルプで説明されています。

10.3 MFCの運転モード
製品に初めて電源が供給されると、製品は短い初期化フェーズに切
り替わり、その後通常の運転モードに切り替わります。通常の運転モ
ードについては、第10.4章で説明しています。
可能な運転モードについては、表	18で説明しています。
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表	18：	 PCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のMFCの運転モード
の名称

運転モード 詳細

Profibus仕様：Automatic 以下の章を参照	10.4

アナログ仕様：Analog set-point value 以下の章を参照	10.4

Manual set-point value 以下の章を参照	10.6

Stored set-point value 以下の章を参照	10.6

Open-loop control mode 以下の章を参照	10.6

Analyze system 以下の章を参照	10.6

	→ 運転モードを変更するには、基準値のソースを変更します。10.6
の章を参照してください。

10.4 通常の運転モード（MFC）
通常の運転モードは、製品に初めて電源が供給されたときにアクテ
ィブになります。挿図	24	は、MFCの通常の	運転モードを示します。

注記

バルブシートシーリングがPCTFEなどの硬い素材でできている場
合、比例バルブから漏れが発生する可能性があります。
バルブの呼び径が0.05	mmまたは0.1	mmの製品には、硬い素材
で作られたバルブシートシーリングが付いています。

w

xout

y

x

xd = w - x

エレクトロニ
クス

センサー 比例バルブ

流
体
入
口

流
体
出
口

w=質量流量の基準値
x=質量流量の測定値
y	=	比例バルブの基準位置

挿図	24：	 MFCの機能ダイアグラム

センサーは質量流量を測定し、測定値xを基準値wと比較します。次
に、製品は比例バルブの基準位置yを計算します。基準位置yは、比例
バルブの開度を決定します。たとえば、基準位置yが10%に等しい場
合、比例バルブの開度は10%です。
基準値wの伝送経路と流量速度は製品によって異なります。第10.4.1	
Profibus仕様章または第10.4.2	アナログ仕様章を参照してください。
	→ 運転モードを変更するには、基準値のソースを変更します。10.6
の章を参照してください。
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	→ 動作流体が較正流体でない場合はAutotune機能を実行しま
す。10.5	制御パラメータの最適化（MFC）の章を参照してください。
	→ 圧力条件が変わった場合は、Autotune機能を実行してくださ
い。10.5	制御パラメータの最適化（MFC）の章を参照してくだ
さい。

10.4.1 Profibus仕様
動作電圧が印加された後、製品は短い初期化フェーズに切り替わり、
その後通常の運転モードに切り替わります。Profibus仕様の通常の
運転モードは、Automatic運転モードです。基準値はフィールドバス
を介して設定されます。

10.4.2 アナログ仕様
動作電圧が印加された後、製品は短い初期化フェーズに切り替わり、
その後通常の運転モードに切り替わります。アナログタイプの通常の
運転モードは、Analog set-point value運転モードです。
	• 基準値wは、表	19の範囲に従って基準値アナログ入力を介して転
送されます。
	• 流量の測定値は、表	19	の範囲に従ってアナログ出力を介して転
送されます。

表	19：	 アナログ入力範囲とアナログ出力範囲
アナログ出
力範囲

入力範囲と出力範囲の
最小値

入力範囲と出力範囲の
最大値

4～20	mA 4	mA、w=0%
20	mA、w=100%

0～20	mA 0	mA、w=0%
0～5	V

0	V、w=0%
5	V、w=100%

0～10	V 10	V、w=100%

10.5 制御パラメータの最適化（MFC）
製品は、較正プロトコルで指定された圧力条件下で較正流体を使用
して工場で較正されます。
	→ 動作流体が較正流体でない場合はAutotune機能を実行します。
	→ 圧力条件が変わった場合は、Autotune機能を実行してください。
Autotune機能は、新しい動作条件に合わせて製品を最適化します。
Autotuneが実行されている場合：
	• MFCへの電力供給を中断しないでください。
	• 供給圧力を一定に保ちます。
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警告

ガスフローによる怪我の危険。
Autotune機能が実行されている場合、ガス流量は定格流量よりも
高くなる可能性があります。
	▶ Autotune機能を実行する前に、ガス流量が増加しても危険が発
生しないことを確認してください。

	→ Autotune機能を作動させる：
	- フィールドバス（Profibus仕様）経由、
	- デジタル入力経由	(アナログタイプ)、
	- またはソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用します。

	Autotuneが実行され、製品ステータス表示がオレンジ色に点灯
します。

	MFCの流量制御が停止します。

	機能が終了すると、製品は以前の運転モードに戻ります。

	機能が正常に完了すると、最適化された制御パラメータが製品の
読み取り専用メモリに転送されます。

10.6 Set-point value source data (MFC)
プロセス基準値は、さまざまなソースから設定できます。どのソース
が常にアクティブかを選択することができます。基準値のソースは、
操作中に変更できます。
基準値のソースが変更されると、MFCの運転モードが変更されます。
基準値のソースを変更するには、PCソフトウェア「Bürkertコミュニケ
ーター」でSet-point value sourceパラメーターの設定を変更します。
Profibus仕様では、関連するオブジェクトを代わりに変更できます。
開始ファイルの文書にある製品別ヘルプの関連手順を参照してくだ
さい。country.burkert.comから開始ファイルと関連文書をダウンロ
ードします。

Set-point value sourceパラメータの設定は、製品が
Analyze system機能を実行していない限り、再起動後も保
持されます。

Set-point value sourceパラメータの可能な設定は以下のとおりです。
	• Profibus仕様：Automatic：基準値はフィールドバスを介して設定
されます。
	• アナログ仕様：Analog set-point value：基準値は、アナログ入力
を介して設定されます。

 • Manual set-point value：テスト目的で基準値を手動で指定した
り、テスト中に基準値が他のフィールドバスパティシパントで上書き
されないようにする設定です。

 • Stored set-point value：固定基準値	(w)	を使用する場合。製品を
再起動しても、固定基準値はアクティブのままです。
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 • Open-loop control mode： 比例バルブに対する基準位置(y)の
直接設定用。Actuator	 	Parameter		 	Actuating 
variableメニューで指定する値は、使用する基準位置（y）です。製
品を再起動すると、基準位置（y）がゼロに設定されます。

 • Analyze system：製品は通常の運転モードで作動しますが、基準値
を使用してあらかじめ定義された時系列に従って作動します。結果
として得られるダイアグラムを、プロセス値のグラフィカルな表現と
組み合わせて使用して、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でシ
ステムを分析します。

10.7 ゼロ点シャットオフ（MFC）
ぜと点シャットオフは、内蔵バルブの密閉機能を保証します。次の条件
が同時に発生すると、ゼロ点シャットオフが有効になります。
1.	 基準値：公称流量Q公称の<	2%（測定範囲1:50）
2.	 測定値：公称流量Q公称の<	2%（測定範囲1:50）

	ゼロ点シャットオフがアクティブになると、PWM信号は0%に設定
され、バルブは完全に閉じられます。

10.8 洗浄モード（MFC Profibus仕様）

注記

内蔵バルブが全開になると、製品内部の温度が上昇します。製品の
内部温度が上昇すると、製品が破損するおそれがあります。
	• バルブを10分以上完全に開いたままにしないでください。

バルブは以下のように完全に開くことができます。
	→ 非循環コマンドを製品に送信するか、
	→ または、公称流量の2倍程度の循環コマンドを送信します。

10.9 通信のない基準値（MFC Profibus仕様）
この機能により、外部基準値ジェネレータ（PLCなど）との通信が中断
された場合でも、MFCの基準値を指定できます。この機能を使用す
ると、基準値は一定に保たれます。

この機能を使用することで、通信が途絶えても流体が流れ続
けることができます。
	▶ この機能を使用するときは、プロセスが安全であることを
確認してください。

	→ この機能を使用するには、開始ファイルの文書にある製品別ヘ
ルプの関連手順を参照してください。country.burkert.comから
開始ファイルと関連文書をダウンロードします。
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11 メンテナンス
ひどく汚染された流体を使用せず、製品が取扱説明書に従って使用さ
れている場合、製品はメンテナンスフリーです。

11.1 汚染された流体での操作に対するメンテナンス

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解除してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れられないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
	▶ 表面に素手で触れないでください。
	▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
	▶ 製品をすべての引火性の高い材料または流体から遠ざけてく
ださい。

流体の漏洩による怪我の危険。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当するすべての事故防止および
安全規制を遵守してください。

警告

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険。
	▶ メンテナンス作業は、訓練を受けた担当者のみが行うことがで
きます。担当者は適切な補助具を使用する必要があります。
	▶ 誤って作動しないように、しっかりと設置してください。
	▶ メンテナンス後に制御された再起動を確認してください。

警告

ハウジングを開ける際の誤動作による怪我の危険と製品の故障の
リスク。
製品には、流量を制御、測定するために使用されるデリケートな部
品が含まれています。
	▶ 製品のハウジングを開けないでください。
	▶ 製品のクリーニングやメンテナンス作業は、取扱説明書に記載
されている方法でのみ行ってください。
	▶ メーカーのみが、さらなる作業や較正を行うことができます。

ひどく汚染された流体を使用する場合は、次のメンテナンス手順を
実行してください。
	→ ステンレス鋼メッシュフィルターの汚れを定期的に点検してくだ
さい。11.1.1の章を参照してください。
	→ ステンレス鋼メッシュフィルターが汚れている場合は、第11.1.1
章の説明に従って、メッシュフィルターを清掃するか、新しいもの
と交換してください。スペアパーツが必要な場合は、第13	アクセ
サリ/スペアパーツ章を参照してください。
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11.1.1 ステンレスメッシュフィルターの点検および洗浄
ステンレス鋼メッシュフィルターの検査と可能なクリーニングは、定
期的に実行する必要があります。検査とクリーニングの頻度は、測定
する流体によって異なります。

1

2

3
4

品目 詳細
1 ねじ
2 フランジプレート
3 Oリング
4 ステンレス鋼メッシュフィ

ルター

挿図	25：	 解図—動作流体と接触している部品

メッシュフィルターを検査およびクリーニングするには、次の手順を
実行します。
	→ 流体インテークを上にして製品を直立させます。
	→ 3	mmの六角レンチを使用してねじ[1]を緩め、フランジプレー
ト	[2]を取り外します。
	→ ピンセットを用いてOリング[3]とメッシュフィルター[4]を取り外
します。

	→ 	メッシュフィルターは水道水で洗わないでください。
	→ ステンレス鋼メッシュフィルター[4]をアセトン、イソプロパノー
ル、または圧縮空気でクリーニングします。
	→ メッシュフィルターを乾かします。

	→ 	部品を再取付けする前に、メッシュフィルター	[4]の細か
い側がフランジプレート	[2]の方を向いていることを確認してく
ださい
	→ 挿図	25に示すように、パーツを正しい順序で再び組み立てます。
	→ メッシュフィルターとOリングが水平で、傾いていないことを確認
してください。
	→ フランジプレート	[2]とねじ	[1]を挿入します。
	→ 2.5	mmの六角レンチを用いて、ねじを1.2	Nm（0.88ポンドフィー
ト）のトルクで締め付けます。

11.2 工場でのクリーニングと再較正
動作中に製品センサーが汚れたり損傷した場合、測定された質量流
量が実際の質量流量と一致しない場合があります。
	→ センサーを交換して再較正する必要があるため、製品をメーカ
ーに返送してください。第17	製品の返品章の返品手順に従って
ください。
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11.3 メモリーカードの交換
製品のメモリーカードを交換するには、次の手順に従います。
	→ 製品の電源を切ります。
	→ TX8六角レンチを用いて、カバーのねじを緩めます。カバーおよ
び衝撃保護カバー（ある場合）を取り外します。

ねじ

カバー

メモリーカード：挿入方向が正しい
ことを確認します。

挿図	26：	 メモリーカードの挿入方向、タイプ	8742

	→ 古いメモリカードを差込スロットから取り外します。
	→ メモリーカードの挿入方向に注意してください。
挿図	27	は、製品内のメモリーカードの終端位置を示しています。

挿入されたメモリー
カード

挿図	27：	 製品	タイプ	8742の断面図

	→ カバーを再度取り付けます。
	→ ATEX製品が爆発の可能性のある場所で使用されている場合は、
衝撃保護カバーを取り付けてください。
	→ TX8六角レンチを用いて、カバーのねじを1.2	Nm（0.9ポンドフィ
ート）のトルクで締め付けます。
	→ 製品を再起動して、製品データを新しいメモリカードに書き込
みます。メモリカードで発生する可能性のある問題について
は、44ページの表	22を参照してください。
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12 トラブルシューティング

12.1 製品ステータス表示機能による問題の表示
製品には、製品ステータスの表示機能が搭載されています。Namur	NE	107に準拠しで表示の色やステータスが変化します。
複数の製品ステータスが同時に存在する場合は、最も優先度の高い製品ステータスが表示されます。

表	20：	 製品ステータス表示に問題が表示された場合のトラブルシューティング

NE107に準拠し
た表示

詳細 処置

色なし 製品に電流が供給されていなません。 製品の電源を入れてください。

フラッシュ（すべ
ての色に適用）

製品は、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で選択されていま
す。

製品は10秒後に自動的に前の状態に戻ります。

緑 製品には電流が供給されています。 製品は、Automatic またはStored set-point valueの運転モードに
なっています（第10.6章を参照）。

赤 センサーの故障。
製品は修理する必要があります。メーカーにご連絡ください。欠陥のあるメモリ。

欠陥のある製品。
MFC：Autotuneが正しくありません。Autotuneがキャンセルされま
した。

Autotuneを再度実行してください。

供給電圧が誤差範囲外です。製品が破損するおそれがあります。 製品を仕様の範囲内で操作してください。

Profibus仕様：PLCへの正常な接続がありません。 配線を点検します。
PLCのステータスを確認します。

オレンジ MFC：Autotuneが実行されています —

較正が実行されています —

MFC：パタメータSet-point value sourceがOpen-loop control 
modeに設定されているため、制御回路が非アクティブになり、バル
ブの基準位置を直接指定します。

—
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NE107に準拠し
た表示

詳細 処置

オレンジ MFC：Manual set-point value	または基準値源としての	Open-loop 
control mode。

—

MFC：機能	システム分析	アクティブ —

黄 次の値のいずれかが仕様外です。
•	 媒体温度
•	 製品温度
•	 供給電圧

製品を仕様の範囲内で操作してください。
製品ステータス表示が引き続き黄色になっている場合は、製品をメ
ーカーに返送してください。

MFC：比例バルブの基準位置が（ほぼ）100%に達しました。基準値に
到達できません。

入口圧力を上げるか、背圧を下げます。許容される入口圧力と許容背
圧を遵守してください。
パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力降下を減らしてくだ
さい。
パイプに取り付けられているフィルターが汚れている場合は、フィル
ターを清掃してください。

青 メモリエラー。
較正曲線にエラーが発生しました。

装置のメンテナンスが必要です—	
メーカーにご連絡ください。

日本語
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12.2 その他の問題のトラブルシューティング

表	21：	 その他の問題のトラブルシューティング

問題 考えられる原因 処置
製品ステータス表示が
定期的に消える

電源が一時的に故障しています。製品が再起動します。 十分な電力のある電源を使用してください。
接続ケーブルの電圧降下が大きすぎる。 ケーブルの断面積を増やします。

ケーブルの長さを短くしてください。
質量流量がありません MFC：基準値がゼロ点シャットオフの制限を下回っています。 定格フローの2%よりも大きくなるまで基準値を高くします。

MFC：製品は通常の運転モードではありません。10.4の章を参照
してください。

10.6	Set-point	value	source	data	(MFC)章で説明されている機
能の1つで実行されている可能性があります。製品が第10.6章で
説明されている機能のいずれかで動作しない場合は、他の考え
られる原因を確認してください。

ラインが大きすぎるか、まだ完全にエア抜きされていません。 ラインをエア抜きします。
ライン径を変更します。

測定値が不安定 機能アース（FE）が正しく接続されていません。 機能アースを接続するには、できるだけ短い緑と黄色のケーブル
を使用してください。また、ケーブルの断面は、少なくとも電源ケ
ーブルの断面に対応している必要があります。

MFC：製品は、ポンプなどの不安定な圧力供給によって引き起こ
される不規則性を補正する必要があります。

製品の上流側に適切な圧力調整器を取り付けます。
圧力変動を和らげるために圧力補償容器を設置してください。

供給電圧の残留リップルが高すぎます。 第6.7	電力データ章の技術データに対応している電源を使用し
てください。

基準値は0%ですが、
動作媒体がまだ流れ
ている

動作圧力は、比例バルブによってしっかりと保持されている圧力
を上回っています。

動作圧力を下げてください。
欠陥を修正するために製品をメーカーに返送してください。
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問題 考えられる原因 処置
基準値0%、バルブ閉、量
流量なしでゼロ以外の
質量流量が測定される

製品の設置位置が正しくありません。 較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に製
品を取り付けます。そして、Autotune機能を実行し、製品を動作
条件に適合させます。

動作流体は、較正中に指定された流体とは異なります。 指定された動作流体を使用するか、新しい動作流体で較正する
ために製品をメーカーに送付してください。

基準値に達していない メッシュフィルターが目詰まりしています。 メッシュフィルターを清掃または交換してください。

予圧が低すぎます。 予圧を較正圧力のレベルまで上げます。

背圧が高すぎます。 製品の後ろにある接続パイプが汚れている場合は、それらをク
リーニングしてください。

表	22：	 トラブルシューティング、メモリーカード

問題 考えられる原因 処置
交換製品は、欠陥製品の
メモリカードの値を受け
入れません。

交換製品の商品番号が交換前の製品の商品番号と異なります。 値は、同じ商品番号の製品間でのみ転送できます。
メモリカードに欠陥があります。製品はメモリカードに値を書き
込むことができませんでした。

メモリーカードを交換する。11.3の章を参照してください。

交換製品は、欠陥製品の
メモリカードのすべての
値を受け入れません。

製品を交換した際に、システム（ゲートウェイと各製品）の構成が
変更されてしまっています。

欠陥のある製品から交換品へは、既存の値のみを引き継ぐこと
ができます。ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、
交換製品の新しい値を構成します。

日本語



45

アクセサリ/スペアパーツ
8742 Profibus、8742 アナログ 

13 アクセサリ/スペアパーツ
注意

不適切な部品による怪我や物的損害の危険。
誤ったアクセサリと不適切なスペアパーツは、怪我や製品と周囲の
損傷の原因となることがあります。
	▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ
を使用してください。

13.1 電気アクセサリ

表	23：	 電気アクセサリ、アナログ仕様
品目 商品番号
USB-büSインターフェース、電源なし 772551
ストレート5ピンM12ソケット 772416
ストレート5ピンM12プラグ 772417
メモリーカード お問合せください

表	24：	 電気アクセサリ、Profibus仕様
品目 商品番号
USB-büSインターフェース、電源なし 772551
ストレート5ピンM12ソケット 772416
ストレート5ピンM12プラグ（Bコード） 918198
ストレート5ピンM12ソケット（Bコード） 918447

品目 商品番号
Profibus*	Yピース 902098
Profibus	Tピース 918531
Profibus	終端抵抗、プラグ（Bコード） 902553
メモリーカード お問合せください

	→ その他のアクセサリについては、製品データシートを参照してく
ださい。

13.2 スレッド配管接続部付き製品用クランプリング
接続部

表	25：	 スペアパーツ—ステンレス鋼のクランプリング接続および関連す
るシーリング

DIN ISO 228/1に
基づくねじ式配管
接続部

ライン径

商品番号
ステンレス鋼製
のクランプリング

接続
シーリング（1個）

G	1/4 6	mm 901538 901575
G	1/4 8	mm 901540
G	1/4 1/4" 901551 901579
G	1/4 3/8" 901553
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13.3 メッシュフィルター

表	26：	 スペアパーツ—メッシュフィルター

品目 商品番号
MFC：ステンレス製メッシュフィルタ
ー、メッシュサイズ	25	µm 676329

13.4 追加のソフトウェア

表	27：	 文書とソフトウェア

Profibus仕様：GSDファイル country.burkert.com	
からダウンロード

ソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」

country.burkert.com	
からダウンロード

14 運転停止

14.1 安全注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れられないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

警告

不適切な分解による怪我の危険。
	▶ 取外しは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことがで
きます！

危険な流体による怪我のリスク。
	▶ パイプまたはバルブを分解する前に、危険な流体を洗い流し、
パイプ内の圧力を解放してから空にします。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当する事故防止および安全規制
を遵守してください。

日本語
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14.2 製品の取外し
	→ システム内の動作流体の圧力を低減します。
	→ 製品を中性流体（窒素など）で洗い流します。
	→ システム内の洗浄流体の圧力を低減します。
	→ 製品の電源を切ります。
	→ 電気配線を取り外します。
	→ 流体接続を切断します。
	→ 製品を取り外します。

15 輸送
注記

輸送損害。
輸送中に製品が保護されていない場合、製品が損傷するおそれが
あります。
	• 製品および設置材料の外側にあるケーブル、プラグ、フィルターを
取り外します。
	• 電気インターフェースを保護プラグで保護します。
	• 汚染された製品を洗浄し、排気します。
	• 保護キャップで媒体接続を閉じます。保護キャップは保護とシー
リングを提供します。
	• 輸送中の汚染を避けるために、製品を2つの適切なクイックリリ
ースバッグに詰めてください。
	• 製品は、湿気や汚れから保護された状態で、耐衝撃性の梱包材を
使用して輸送してください。
	• 許容保管温度外にならないようにしてください。
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16 保管、廃棄処分
注記

誤った保管は製品の損傷の原因となることがあります。
	• 保護キャップで流体接続部を閉じます。
	• 密封されたクイックリリースバッグに製品を乾燥させ、ほこりの
ない状態で保管します。
	• 保管温度：-10～+70	°C。

流体で汚染された部品による環境被害。
	• 製品およびその梱包材は環境に配慮して廃棄してください。
	• 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。

17 製品の返品

有効な汚染申告がない限り、製品の作業や検査は行われま
せん。

ご使用済みの製品の返品には、返品番号が必要です。

製品をBürkertに返却する場合は、Bürkertの営業所に連絡してくだ
さい。

日本語
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